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～チームで取り組んだ経口維持～

第二長上苑

管理栄養士 大谷三千恵

*

自分の口で

おいしい食事を
食べたいなー。

多職種によるケア

*

②ミールラウンド

①対象者選定

①口を開かない
食べ物を認識しても口を開かないことが多い

②食事をしながら、寝てしまう(傾眠)
食事の途中で寝る、閉眼する

③食事に関する認知障害や意識障害がある(失認)
食事を摂ろうとしない、食べ物で遊ぶ

④食事に関する注意力が低下している
途中で手が止まる、キョロキョロする

*
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・認知機能
・覚醒状態
・誤嚥
・姿勢
・口腔内の衛生

* *

③カンファレンス

②ミールラウンド

④計画書作成

①対象者選定

担当職種 気付いた点、アドバイス等

介護支援専
門員

前傾姿勢で義歯も調整中のため注意が必
要

介護職員 むせていても食べ続ける傾向があるため
注意

介護職員 前傾姿勢、むせ、認知・注意力低下のた
め注意

看護職員 咀嚼・嚥下不良、義歯調整中にて誤嚥の
リスク高い

管理栄養士 姿勢、むせこみに注意

*

*

③カンファレンス

②ミールラウンド

④計画書作成

⑥ケア実施

①対象者選定 ⑤家族連絡

*

９２歳 女性 上義歯
認知症高齢者の日常生活自立度 Ⅲｂ
食形態：全粥210g 副食きざみ食
食事摂取量：８２％
体重56.3㎏ 身長158ｃｍ BMI22.6

・上義歯ゆるい ・口腔内の食物残渣
・むせ込みあり
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・上義歯調整

・食形態検討

・汁物にとろみ0.5杯つける

・麺類は代替えを提供

*
以前の食形態

・主菜を一口大にカットする

・小鉢の葉物・かたい物は
カット

８２％

管理栄養士
粗みじんに変
更してから食
事量が増えて
いますが、口
腔内に残渣物
があります。

看護師
ユニットで調
整できるよう
な餡を配膳し
てもらうのは
どうですか

ケアマネ
食べやすい形
態で食べて欲
しいという家
族の意向です

介護士
残している食材を記
録に残しますか？

きざみ食 魚の皮を取ったもの
リンゴ薄くスライスしてあ

る物常食

粗みじん食

なめらか食
粗みじん

常食 粗みじん食 なめらか食

76%
78%
80%
82%
84%
86%
88%
90%
92%
94%
96%

３月 4月 ５月 ６月

82％

96％

89％

85％

* ご家族様もチーム連携の一人

ご本人・ご家族様の意向に沿ったケアが大切
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*
チームで取り組んで、うまく連携できたと思い
ますか?

いいえ ５％ どちらともいえない

はい
９０％

・専門的な意見・視点を交えて連携す
ることができた

・共通の認識で取り組むことができた

・ユニット職員が連携をとるように
なった

*

*
取り組み開始８ヶ月経過し、課題はありますか？

はい ９０％

いいえ ５％ その他 ５％
・入居者様の食事に深く関わる事が
できる時間の確保

・専門的な知識の習得

・ミールラウンドの充実

*

言語聴覚士

*


